
カラー治療はなぜ効くか、重力波から分析したら 

       

東洋では『老子』の宇宙論に「道（０）、Ⅰを生じ、Ⅰ，２を生じ、２，３を生じ、３，

万物を生ず。万物は陰を負いて陽を抱く。陰陽二氣が和合して和をなす。といっているこ

とはフィボナッチがいう「0,1,1,2,3,5,8,13,21,34,55,…・」というように隣り合った数

を順次足していく対数関係の数である。例えば５５÷３４＝1.618 となり３４÷２１＝

1.618 というように全て増加率は黄金比となる。 

 

黄金比による渦よって出来てる二つの弧が相似形「大きものも小さいものも形は同じ」

という性質を「等長変換」とか「自己相似性」という。生命過程における成長は全てこの

黄金比による渦と螺旋によっておこなわれている。万物はゼロから生まれゼロに帰ってい

く。そのゼロとは、全ての万物を生かし育てる生命力である。真空は四次元空間を持ち縦、

横、高さの三次元要素に「ポテンシャル圧力」が加わったゼロベクトルのスカラーな空間

である。ベクトルとは、大きさと角度（縦、横、高さ）で出来ている物理量であり、スカ

ラーとは、大きさだけで角度がない、全てのベクトルが打ち消し合ってゼロになったゼロ

ベクトルの量である。現在の量子論では「仮想粒子」がいわれているが未だエネルギー化

されていないと表現している。  

 

人間の意志の力は想像以上に大きな未知の力を秘めている。人がこのメカニズムを知り、

常に宇宙の四次元エネルギーの螺旋のことや、天から地地から天へのエネルギーの流れの

ことを思い浮かべ、自分のエネルギーの方向性を揃えて、そのエネルギーと同調、共振す

るときには、中国の気功でいう「自分の病は自分で癒す」事も不可能ではないといえる。

人工的なものは何らかの黄金比に対する歪みを持っている。自然に勝るものはない。よく

水晶やピラミッドは、宇宙の四次元エネルギーを取り入れる器であるといわれている。  

 

よくいわれるピラミッドパワーと言われているのに、  

 

 1 ピラミッドを出た後に、霊的な印象や超常現象的な知覚作用が意識の中から流れ出す。   

 2 手をピラミッドの中の三分の一の高さに浮かせておくと、最大の治癒力を発揮する。   

 3 ミイラ化、脱水化を促進する。  

 4 ピラミッドの形態は、静電気の蓄電池として働く。  

 5 剃刀の刃の寿命が延びる。  

 6 青カビや白カビがピラミッドの中では繁殖しない。   

 

等の効果がが語られている。つまり原子や分子の結晶構造を整える作用があるというのは

これは「未知の電磁エネルギーの作用」といわれてる。氣、プラナー、フリーエネルギー、



宇宙エネルギー、ゼロベクトルエネルギー、オルゴンエネルギー等は「黄金比による螺旋

によってもたらされた四次元エネルギー、生命エネルギーの作用」といわれている。これ

は「黄金比による螺旋によってもたらされた四次元エネルギー、生命エネルギーの作用で

ある。   

     

-------------------------------------------------------------------------------- 

  

・カラーはなぜ効くか量子色力学、重力波から探ってみた。  

 

  DNA は地磁気、宇宙引力の関係で体表に対して方向性を持っている。DNA は二重の螺旋構

造を持ちその螺旋の中心には＋―が中和した中性のエネルギー、すなはち四次元の世界で

ゼロエネルギーである。すなはちプラス、マイナスの電荷が中和したエネルギーは、中性

のエネルギーに変換されるもので、中和したエネルギーは「四次元空間の縦波の重力波（重

力ポテンシャルの波に変換された）のである。細胞の異常ににより変位した電磁波は全身

に波長（横波）を送り、変位した螺旋構造の結果に中心点の歪みによりゼロエネルギー（重

力波）（縦波）は垂直にもっとも近い体表部に向かっている。 

 

これと同じ位相のゼロエネルギーを持って電場、磁場を発している螺旋構造に対して同

波長を送ることは体表部から逆位相となり、ゼロエネルギーとなり、螺旋の歪みは調整さ

れる。中性芯はゼロベクトル電磁波であり同時に（縦波の）重力波である。ゼロの中和し

た電磁波は重力波でもある。中和はエネルギーの消滅ではなく必ず何らかのエネルギーに

変換されている。また重力波はプラス、マイナスの電荷がないので、どんな物質、地球で

も透過し通り抜けて進んでいくこれが縦波である。 

 

ゼロになることにより螺旋の歪みを調整する事が出来る。したがって同波長、同位相に

ならない限りゼロにならないので螺旋の修復が出来ないため症状の改善は出来ない。量子

色力学でグルーオンからクォークの色を変えることはしられているが、このグルーオンは

電気的に中性であり、素粒子の中心に、中性の存在が確認されている。クォークは陽子に

向かって光速と同じくらいに加速した電子を打ち込むと、陽子の中にあるものと衝突して

散乱する。この電子散乱具合が、陽子の中に、いくつかの固まりが出来るその固まり（粒

子）がクォークである。クォークには６個ありこの量子数を「色」と呼ばれている。色の

ゲージ場の量子はグルーオンとよばれ、グルーオン自身が色を持っているから、グルーオ

ンがグルーオンを放出するのでグルーオンの種類によってクォークは色を変えたり、交換

したり、色々な可能性が生まれるといっている。 

 

更に突き詰めていくと、クォークの本体は、二つのメビウス巻きの＋―の中性芯と、そ



の中性芯の中心のゼロ点へ巻き込まれるような流れの計６個が、中性のポテンシャルを内

包しているので、それが照射した電子を散乱させたと考えている。クォークは構造であっ

て粒子でないとの見方もある。したがって、ＤＮＡ構造も二重螺旋構造をしている。この

螺旋構造が乱されるとき一つの要因として考えられるのはミネラルの働きであると思う。

「ミネラルは人体には微少しか存在しないが、わずかな過不足で健康状態に大きな変化を

与える。 

 

逆に特定の病気には体内のミネラルに働きが劇的に変わる。最近では金属蛋白質「メタ

ロチオネイン」老化、遺伝子、糖尿病に関係していることが発表されている。私が問題に

するのは、この微量金属が体内でどの様な働きをしているかということである。金属の特

徴の一つに結晶の中を動き回る「自由電子」を沢山持ち、ウイルスや細菌等、物質と電子

のやりとりを行い酸化還元反応を起こしやすく触媒にもなる。クォークに変化を与え螺旋

構造を乱すことになる。当然色も変化し、色から出る波長も変化する。ＤＮＡに異常が出

来ると次のＤＮＡに伝搬するのは前回の論文で発表したようにＤＮＡとＤＮＡの間にある

蛋白質（水）、がこれらの自由電子の散乱により、いわゆる整然と並んでいる電気双極子に

乱れを生じ波長を混乱さしウイルスや細菌の侵入を容易にする。 

 

具体的にいえば、二重螺旋構造のＤＮＡは通常、複雑な形で折り畳まれ、染色体の中に

入っている。通常のＰｈでは解離している核酸のリン酸基がこの様な高次構造を維持でき

るのは、イオン性の強いマンガン、亜鉛などが強く結合しているお陰である。一方、銅や

水銀などの重金属イオンは核酸塩基と結合して、核酸の高次構造を不安定化する。銅は２

本鎖ＤＮＡのグアニンとシトシン塩基対と結合し、塩基対間の相互作用を弱めるほか、水

銀もアデニンとチミン塩基対の間に入り込み、複合体を形成して、遺伝子の複製を阻害す

るといわれている。  
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この様に飛び交う自由電子に螺旋構造の塩基に異常を起こす。このとき電場と磁場の波

長は横波となって伝搬されるが中心の中性芯はゼロエネルギー重力波を中心より縦波とな

って発してる。したがって、反応したカラー又は反応した探索棒でＤＮＡからでた波長で

横波は全身に干渉しているので捉えることが出来るが、縦波であるゼロベクトルエネルギ

ー、いいかえれば異常細胞の螺旋構造の中心は電場、磁場が融合した＋―が溶けけ合った

重力波ゼロベクトル、エネルギーを中心から捉えることが出来る。この波長はどこまでも

いかなる障壁にも屈せず浸透していることが分かる。例えば、銅、アルミ板、鉄板、もっ

とも密度の濃い鉛板を用いて一番下にもっとも反応しやすい人体にとって良い物質を置き、

同様物質を手に持ちオーリングをすると共鳴していずれもオープンする。次に物質（ミカ



ン）の上に１㎝のゴムを置きゴムの上にそれぞれの金属板を置き更に二重にゴムをその金

属板の上にをおいて手にミカンを持ってオーリングすると電磁波は遮断されて共鳴現象は

起こらない。  

 

・いずれもオーリングの基本  

・第１指ではクローズである。第２指では簡単に開く。  

 

しかし物質の真上に来ると反応し第２、３，４指と弱い指でも開かない事から、いくら

ゴムを表裏に置き絶縁しても何ら関係なく縦波は反応する。横波は絶縁されるが縦波は関

係ないことが分かる。したがって「重力波を確認することが出来る」共鳴現象は障害のな

い場合電磁波の届く範囲では共鳴するが、重力波は障害物や距離に関係なく透過する。こ

れらのＤＮＡの異常に対して同じ波長を持ったカラーを皮膚表面から投影することは電場、

磁場の異常は逆位相で０点にもどし螺旋に取り巻いている電場、磁場の螺旋構造の歪みが

是正される。いいかえれば病巣部にある細菌、ウイルス、重金属類から出ている波長に対

して、同じ波長を持って逆位相により消滅さしていく事である。中心の重力波に対しては

同位相として中和されゼロベクトルとして内蔵される。これが、カラーの治療がなぜ効く

かの原理である。 


